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件名 石ノ森萬画館３階交流スペース整備工事     

 

質問事項 回答 

Ｑ１ [A-20］天井 LGS の吊ボルトの吊元の
仕様が不明です。既存のインサート使
用以外の場合、吊元の固定方法（イン
サート打設、受金物取付、溶接、下地の
追加等）について、現況調査および協
議により設計変更の対象となるかご教
示ください。 

吊元は野縁受けに吊ハンガーでボルトを支
持するものとします。現況調査の上、溶接や
他部材の追加等が必要な場合は協議の上、設
計変更の対象とします。 

Ｑ２ [A-10］壁・床取合部のシーリングに
ついて、以下の 3 点が不明な為ご教示
下さい。 

a)仕様（材質、施工幅） 
b)施工範囲 
c)在来（既存）部分・新規部分の区分 

a)材質：МＳ-2、施工幅：10×10 です。 
b)新設する壁と床の取合い全範囲です。 
c)A-10 の壁断面凡例の（新規）・（在来のまま） 
をご確認ください。 

Ｑ３ [A-49]特記仕様の 4.9t ラフターク
レーンについて、市場において同仕様
の保有状況が困難な状況にあります。 

13.0t 吊りへの変更は可能でしょう
か。また、その場合の機材変更に伴う
費用等は設計変更の対象となりますで
しょうか。 

契約後、別途協議とします。 

Ｑ４ 施設内に工事事務所、休憩所、便所等
仮設工作物の設置場所はありますか。 

設置場所はございません。 

Ｑ５ 設計図(A-10)に間仕切壁・床取合い
部にｼｰﾘﾝｸﾞの表記がありますが、内訳
書には記載がありません。これは実施
するのでしょうか。又、実施する場合ｼ
ｰﾘﾝｸﾞの材種について指示願います。 

シーリングの施工は実施することとし、材種
はＱ２ a)の回答をご確認ください。 

Ｑ６ 厨房天井化粧ｹｲｶﾙ板のｼﾞｮｲﾝﾄ目地処
理は壁同様ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰと考えて良いで
しょうか。(A-08) 

お見込みのとおりです。 

Ｑ７ 内訳書、内外装 改修に耐火被覆及び
目地処理材の項目がありますが、この
施工箇所について指示願います。 

A-20 の上段部凡例に記載しています。 

Ｑ８ [A-51］共通事項にある「各足場の仕
様変更は設計変更の対象としない」と
いう規定は、[A-49・50]に関連する外部
足場（仮設工業会「くさび緊結式足場
の組立て及び使用に関する技術基準」
に準拠した昇降階段の踊り場 1 スパン
追加、先行手摺の使用、及びステージ
部分以外の垂直養生のグリーンネット
への変更等）の変更にも該当しますで
しょうか。又、外部足場は耐風圧計算
等強度計算は実施済でしょうか。 

お見込みのとおりです。また、耐風圧等の強
度計算は未実施です。 



Ｑ９ [A-52］施設の休館日における作業は
実施可能と見込んでよいでしょうか。
また、受注後の協議により、実働で平
日 5 日間を確保できない週が継続して
発生した場合、工期および経費（共通
仮設費・現場管理費等）の変更の対象
となりますでしょうか。 

よろしいです。また、実働日数に応じた工期
及び経費の変更は、契約後、別途協議としま
す。 

Ｑ１０ [A-19]既存 OA フロアの製品仕様が
不明です。撤去新設部は既存の仕様と
合わせる必要があるため、ご教示くだ
さい。 

A-19 の上段部及び下段部凡例に記載してい
ます。 

Ｑ１１ [A-19］改修前 B 範囲の間仕切新設
は、OAフロアの上から建込で見込んで
よろしいでしょうか。[A-10]詳細に倣
うのであれば、OA フロアの撤去及び加
工が必要となりますが、その際は変更
の対象となりますでしょうか。 

よろしいです。 

Ｑ１２ [A-48]“※建設資材仮置場”の北側
等、利用客の妨げにならない近辺の土
地をお借りし、仮設事務所兼作業員休
憩所（2倍ハウス程度）を設置すること
は協議により可能でしょうか。 

中瀬公園内は仮設事務所・休憩所の設置を不
可としています。 

Ｑ１３ [A-51]仮間仕切扉の施錠等により施
設利用者の立入禁止措置を徹底したう
えで、南側階段室を作業員通路として
利用することは協議により可能でしょ
うか。 

施設管理者と調整の上、利用可能です。 

Ｑ１４ ［A-50］仮囲いについて 
a)現地の風向・風速等を考慮し、耐風

圧に関する検討を行った上での計画で
しょうか。 

b)現場の状況から単管打ち込みによ
る施工は不可能と判断してよろしいで
しょうか。それとも単管打ち込みによ
る工法も許容されますでしょうか。 

a) 耐風圧等の検討は未実施です。 
b) A-49 のとおり、単管打ち込み＋Ｈ鋼据 
置式とします。 

Ｑ１５ [A-51］防音シートの施工にあたって
は、既存または新規の仕上材を傷つけ
ない養生・取付方法が前提であると考
えられますが、具体的な張り方や止め
方について、想定されている仕様や指
定の方法をご教示ください。 

開口部寸法に合せて防音シートを支持する
木等の枠を作製し、固定・設置とします。 

 


